
京都暁 FC Ｒクラス試合結果報告 2025年 

No.23 開催日 2025. 7.5（土） 参加人数：19 名 報告者：兪 

大会名：西日本 OB連盟 in守山 会場：ビックレイク天然芝 

第 1試合 対戦相手：滋賀 SC   勝敗：〇 

 

    京都暁Ｒ 3     1 ― 0   ０  滋賀 SC 

                        2 ―  0 

 

得点者：牛場 1、川口 1、林俊 1 

講評： 

前半は危ない場面が見られたが、Vからの助っ人福原キーパーのナイスセーブの連発で

失点を回避した。その後、徐々にボールを支配し、結果的には 3 対 0 の完勝であった。

暑い中でもあり、小気味よくパスを回し、体力の消耗を防ぐ戦術とした。そのため、次の

プレーを予測して早めに動き出すこと、速いパスを足元に通すことをテーマに臨んだが、

相変わらず緩いパスが多かった。また、ボールウオッチャーになることが多く、こまめに

ポジションを修正したり、相手より早く動き出すプレーはあまりできていなかったと思

う。 

 

参加メンバーと布陣 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



京都暁 FC Ｒクラス試合結果報告 2025年 

No.24 開催日 2025. 7.5（土） 参加人数：19名 報告者：兪 

大会名：西日本 OB連盟 in守山 会場：ビックレイク天然芝 

第 2試合 対戦相手：奈良 FC  勝敗：△ 

 

    京都暁Ｒ 1     1 ― 0   1 奈良 FC 

                       0  ―  1 

 

得点者： 牛場 1 

講評： 

 全体に動きが悪くボールを支配できなかった。また、パスミスが多く、チームとしてリ

ズムにも乗れなかった。1得点はペナルティエリア直外のフリーキックを牛場さんに短く

出し、それを牛場さんがクリーンシュートしたもの。1失点は、センターライン付近でス

ルーパスを出され、バックが対応できずに独走されたもの。バックライン全体の対応に

も課題があったが、相手のこの攻撃は、当チームが攻撃している際の安易なパスミスか

らのカウンターである。安易なパスミスも反省すべきであるが、それ以上に反省すべき

は、パスミスの後に、プレスをかけることをせず、相手のカウンターを許したことであ

る。相手にボールが渡った時の即プレスを再度徹底していく必要がある。 

 

参加メンバーと布陣 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


